
福島県医師会「医学奨励賞」施行細則

１（目　的）

この施行細則は、福島県医師会「医学奨励賞」（以下「医学奨励賞」という。）の受賞者の選考等について必要な事項をさだめるものとする。

２（受賞候補者の推薦依頼等）

(1) 会長は、福島医学会会長、副会長、評議員及び監事（以下「福島医学会役員」という。）に受賞候補者の推薦を依頼するものとする。

(2) 福島医学会役員が受賞候補者を推薦しようとするときは、医学奨励賞受賞候補者推薦書（様式１）に関係書類を添えて、8月末までに福島県医師会長に提出するものとする。

(3) 推薦者１名につき受賞候補者の推薦は１名までとする。

(4) 前項の関係書類は次のとおりとする。

(イ) 論文別刷

(ロ) 履歴書（生年月日、出身大学、卒業年月、研究歴、職歴等を記した簡単なもの）

３（受賞候補者）

受賞候補者としては、次の者が望ましいこと。
(1) （１）基礎研究部門、臨床研究部門：応募年度の4月1日現在、卒後
　　15年未満であること。（男性・女性ともに応募可）

（２）若手女性医師部門：応募年度の4月1日現在、卒後10年未満
であること。研究内容は、基礎研究・臨床研究を問わない。
(ロ)　福島県医師会会員以外の医師でもさしつかえないものであること。

(ハ)  推薦前1年間に単著者あるいは筆頭著者として学術誌に発表した業績を有すること。

(ニ) 発表した業績の研究は、原則として福島県内とする。

(ホ) 原則として基礎研究部門、臨床研究部門、若手女性医師部門より計3名以内とする。
４（選考委員会）

(1) 選考委員会は、本会学術担当常任理事及び福島医学会推薦委員4名をもって組織する。

(2) 会長は、選考委員4名の推薦を福島医学会長に依頼し、その推薦にもとづき選考委員を委嘱するものとする。
(3) 選考委員の任期は、1年とする。

(4) 委員長および副委員長は、委員の互選による。

(5) 委員会は、委員長が招集する。

(6) 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代行する。

５（受賞者の決定）

(1) 会長は推薦書の提出があったときは、選考委員会にその選考を諮問する。
(2) 選考委員長は、10月末までに選考の結果を会長に答申する。

(3) 会長は、答申結果を医学奨励賞運営委員会に諮り受賞者を決定する。

(4) 受賞者が決定したときは、福島医学会、受賞候補者を推薦した福島医学会役員および受賞者に通知するものとする。

付　則

１　この施行細則は、平成元年7月29日より施行する。

（平成元年7月28日　常任理事会承認）

付　則
１　この施行細則は、平成17年6月23日より施行する。

（平成17年6月22日　常任理事会承認）

付　則
１　この施行細則は、平成26年6月12日より施行する。

（平成26年6月11日　常任理事会承認）
付　則

１　この施行細則は、令和5年8月24日より施行する。
２　対象となる女性群が少ないために、門戸を広げるという社会的見地からの改案である。この期間を10年間とし、その時の状況を見て継続の可否を決定する。　　　　　　　　　（令和5年8月23日　理事・常任理事会承認）　










